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令
和
三
年
十
月
八
日

第
二
百
四
十
号

増

刊

①

　
　
　
　
条
　
　
　
例
（
第
二
十
七
号

－

第
三
十
六
号
）

○
福
岡
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
税　

務　

課
）
…
…
…
…
…
二

○
福
岡
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　

（
県
民
情
報
広
報
課
）
…
…
…
…
…
二

○
福
岡
県
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
情
報
政
策
課
）
…
…
…
…
…
三

○
福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
生
活
安
全
課
）
…
…
…
…
…
三

○
福
岡
県
子
育
て
応
援
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　

（
子
育
て
支
援
課
）
…
…
…
…
…
三

○
福
岡
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
児
童
家
庭
課
）
…
…
…
…
…
三

○
福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　

（
自
然
環
境
課
）
…
…
…
…
…
四

○
福
岡
県
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
係
る
道
路
の
構
造

　

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　

（
道
路
維
持
課
）
…
…
…
…
…
四

○
福
岡
県
流
域
下
水
道
条
例
及
び
福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
水
道
課
）
…
…
…
…
…
九

○
福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
警
察
本
部
組
織
犯
罪
対
策
課
）
…
…
…
…
…
九

◇
福
岡
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
総
務
部
税
務
課
）

１　

社
会
福
祉
の
充
実
及
び
教
育
の
振
興
の
た
め
の
財
政
需
要
に
充
て
る
た
め
、
法
人
県
民
税
の
法
人

税
割
に
係
る
税
率
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
そ
の
適
用
期
間
を
五
年
間
延
長
す
る
ほ
か
、
所
要
の
規

定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
総
務
部
県
民
情
報
広
報
課
）

１　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
等
の
制
定
に
よ
る
行
政

手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
等
に

伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
第
二
条
及
び
第
六
十
六
条
の

改
正
規
定
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一

条
第
四
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
企
画
・
地
域
振
興
部
情
報
政
策
課
）

１　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
制
定
に
よ
る
行
政
手

続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い

、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

（
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
生
活
安
全
課
）

１　

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
に
伴
い
、
所
要

の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。　

◇
福
岡
県
子
育
て
応
援
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
福
祉
労
働
部
子
育
て
支
援
課
）

１　

福
岡
県
子
育
て
応
援
基
金
に
基
づ
く
事
業
を
令
和
六
年
度
ま
で
継
続
す
る
こ
と
に
伴
い
、
福
岡
県

子
育
て
応
援
基
金
条
例
の
有
効
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

目

次
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（
福
祉
労
働
部
児
童
家
庭
課
）

１　

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
制
定
等
に
伴
い
、

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２　

一　

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
第
二
十
九
条

第
一
項
第
四
号
イ
の
改
正
規
定
（
「
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
十
二
条
の
三
第

二
項
第
六
号
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　

二　

所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
環
境
部
自
然
環
境
課
）

１　

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
等
に
伴
い
、
自
然
海
浜
保
全

地
区
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
区
域
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施

行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
係
る
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
県
土
整
備
部
道
路
維
持
課
）

１　

移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
及
び
高
齢
者
、
障

害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
制
定
に

伴
い
、
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
流
域
下
水
道
条
例
及
び
福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

（
建
築
都
市
部
下
水
道
課
）

１　

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
に
よ
る
下
水
道
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
に
規

定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
警
察
本
部
組
織
犯
罪
対
策
課
）

１　

暴
力
団
が
依
然
と
し
て
県
民
等
に
多
大
な
脅
威
を
与
え
て
い
る
本
県
の
現
状
に
鑑
み
、
本
県
か
ら

の
暴
力
団
の
排
除
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
暴
力
団
事
務
所
の
開
設
及
び
運
営
を
禁
止
す
る
新
た
な

区
域
及
び
地
域
を
定
め
る
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２　

一　

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　

二　

所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

　
福
岡
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
二
十
七
号

　
　
　

福
岡
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

付
則
第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
九
条
第
六
項
」
を
「
第
九
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

　

付
則
第
十
六
条
中
「
令
和
四
年
一
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
九
年
一
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
二
十
八
号

　
　
　

福
岡
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　
　

　

福
岡
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
六
年
福
岡
県
条
例
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
号
イ
中
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法

律
第
五
十
八
号
）
第
二
条
第
三
項
」
を
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第

五
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報

条
　
　
　
例
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の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
」
を
「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
三
条
中
「
総
務
大
臣
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
、
「
第
十
九
条
第
七
号
」
を
「
第
十
九
条

第
八
号
」
に
、
「
同
条
第
八
号
」
を
「
同
条
第
九
号
」
に
改
め
る
。

　

第
六
十
六
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
五
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
「
第
五
十
二
条
各
号
（
第

二
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
四
章
」
を
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
五
章
第
四
節
」
に
改
め
る

。
　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
及
び
第
六
十
六
条
の
改
正
規
定
は
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
七

号
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
二
十
九
号

　
　
　

福
岡
県
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
　
　

す
る
条
例

　

福
岡
県
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
福
岡
県
条

例
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
及
び
第
四
条
第
一
項
中
「
第
十
九
条
第
十
号
」
を
「
第
十
九
条
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
一
中
四
の
項
を
削
り
、
五
の
項
を
四
の
項
と
し
、
六
の
項
か
ら
一
二
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ

繰
り
上
げ
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
号

　
　
　

福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条
例
の
一

　
　
　

部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条
例
（
平
成
三
十
一
年

福
岡
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
二
条
第
三
項
」
を
「
第
二
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
子
育
て
応
援
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
子
育
て
応
援
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
子
育
て
応
援
基
金
条
例
（
平
成
二
十
一
年
福
岡
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

附
則
第
二
項
中
「
令
和
六
年
六
月
三
十
日
」
を
「
令
和
七
年
六
月
三
十
日
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
二
号

　
　
　

福
岡
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
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条
例

　

福
岡
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
岡
県
条
例
第

五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
イ
中
「
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
十
二
条
の
三
第
二
項

第
六
号
」
に
、
「
児
童
福
祉
事
業
」
を
「
相
談
援
助
業
務
（
法
第
十
三
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る

相
談
援
助
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
、
「
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
務
」
を
「
相
談
援
助
業
務

」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
社
会
福
祉
事
業
」
を
「
相
談
援
助
業
務
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
七
条
第
一
項
第
四
号
イ
中
「
児
童
福
祉
事
業
」
及
び
「
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
務
」
を
「
相

談
援
助
業
務
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
社
会
福
祉
事
業
」
を
「
相
談
援
助
業
務
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
九
条
第
一
項
第
四
号
イ
中
「
児
童
福
祉
事
業
」
及
び
「
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
務
」
を
「
相

談
援
助
業
務
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
社
会
福
祉
事
業
」
を
「
相
談
援
助
業
務
」
に
改
め
る
。

　

第
六
十
九
条
第
一
項
第
四
号
イ
中
「
児
童
福
祉
事
業
」
及
び
「
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
務
」
を
「
相

談
援
助
業
務
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
社
会
福
祉
事
業
」
を
「
相
談
援
助
業
務
」
に
改
め
る
。

　

第
七
十
七
条
第
一
項
第
四
号
イ
中
「
児
童
福
祉
事
業
」
及
び
「
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
務
」
を
「
相

談
援
助
業
務
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
社
会
福
祉
事
業
」
を
「
相
談
援
助
業
務
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
イ

の
改
正
規
定
（
「
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
六
号
」
に
改
め

る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
乳
児
院
、
母
子
生
活
支
援
施
設
、
児
童
養
護
施
設
、
児
童
心
理
治
療

施
設
及
び
児
童
自
立
支
援
施
設
の
長
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
乳
児
院
等
の
長
」
と
い
う
。
）
と

し
て
勤
務
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備

及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
に
規
定
す
る
乳
児
院
等
の
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
者
と
み
な
す

。

　

福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
三
号

　
　
　

福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　

　

福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
水
際
線
付
近
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
水
深
が
お
お
む
ね
二
十
メ
ー
ト
ル

を
超
え
な
い
海
域
」
を
、
「
砂
浜
」
の
下
に
「
、
干
潟
」
を
、
「
自
然
」
の
下
に
「
（
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
「
砂
浜
等
」
と
い
う
。
）
」
を
、
「
も
の
」
の
下
に
「
（
損
な
わ
れ
た
砂
浜
等
が
再
生
さ
れ
、

又
は
砂
浜
等
が
新
た
に
創
出
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
五

十
九
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
係
る
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
四
号

　
　
　

福
岡
県
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
係
る
道
路
の
構
造
に
関
す

　
　
　

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
係
る
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
岡
県
条
例
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

目
次
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

目
次

　

第
一
章　

総
則
（
第
一
条
―
第
二
条
の
二
）

　

第
二
章　

歩
道
等
及
び
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
の
構
造
（
第
三
条
―
第
十
条
）

　

第
三
章　

立
体
横
断
施
設
の
構
造
（
第
十
一
条
―
第
十
六
条
）

　

第
四
章　

乗
合
自
動
車
停
留
所
の
構
造
（
第
十
七
条
・
第
十
八
条
）

　

第
五
章　

路
面
電
車
停
留
場
等
の
構
造
（
第
十
九
条
―
第
二
十
一
条
）
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第
六
章　

自
動
車
駐
車
場
の
構
造
（
第
二
十
二
条
―
第
三
十
二
条
）

　

第
七
章　

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
構
造
（
第
三
十
三
条
―
第
四
十
三
条
）

　

第
八
章　

移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
そ
の
他
の
施
設
等
（
第
四
十
四
条
―
第
四
十
八
条
）

　

附
則

　

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
自
転
車
歩
行
者
道
」
の
下
に
「
、
自
転
者
歩
行
者
専
用
道
路
、
歩
行
者

専
用
道
路
」
を
、
「
自
動
車
駐
車
場
」
の
下
に
「
若
し
く
は
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
」
を
、
「
除
雪

の
た
め
に
必
要
な
幅
員
」
の
下
に
「
又
は
道
路
構
造
条
例
第
四
十
六
条
第
一
項
の
歩
行
者
の
滞
留
の
用

に
供
す
る
部
分
の
幅
員
」
を
加
え
る
。

　

第
一
章
中
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
災
害
等
の
場
合
の
適
用
除
外
）

第
二
条
の
二　

災
害
等
の
た
め
一
時
使
用
す
る
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
構
造
及
び
設
備
に
つ
い
て

は
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

　

「
第
二
章　

歩
道
等
」
を
「
第
二
章　

歩
道
等
及
び
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
の
構
造
」
に
改
め

る
。

　

第
三
条
中
「
設
け
る
道
路
」
の
下
に
「
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
及
び
歩
行
者
専
用
道
路
」
を
加

え
る
。

　

第
四
条
第
三
項
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
又
は
自
転
車

歩
行
者
専
用
道
路
若
し
く
は
歩
行
者
専
用
道
路
（
以
下
「
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
」
と
い
う
。
）

」
を
、
「
当
該
歩
道
等
」
の
下
に
「
又
は
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五

項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３　

自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
の
有
効
幅
員
は
、
道
路
構
造
条
例
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
幅

員
の
値
以
上
と
す
る
も
の
と
す
る
。

４　

歩
行
者
専
用
道
路
の
有
効
幅
員
は
、
道
路
構
造
条
例
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
幅
員
の
値

以
上
と
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
歩
道
等
」
の
下
に
「
又
は
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
」
を
加
え

る
。

　

第
六
条
第
一
項
中
「
歩
道
等
」
の
下
に
「
又
は
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
」
を
加
え
、
同
条
第
二

項
中
「
除
く
。
）
」
の
下
に
「
又
は
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
」
を
加
え
る
。

　

「
第
三
章　

立
体
横
断
施
設
」
を
「
第
三
章　

立
体
横
断
施
設
の
構
造
」
に
改
め
る
。

　

第
十
二
条
第
二
号
中
「
装
置
」
を
「
設
備
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
に
よ
り
、
籠
外
か
ら
籠
内

が
」
を
「
又
は
籠
外
及
び
籠
内
に
画
像
を
表
示
す
る
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
籠
外
に

い
る
者
と
籠
内
に
い
る
者
が
互
い
に
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
、
第
九
号
及
び
第
十
三
号
中
「
装
置
」

を
「
設
備
」
に
改
め
る
。

　

第
十
三
条
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
加
え
る
。

　

「
第
四
章　

乗
合
自
動
車
停
留
所
」
を
「
第
四
章　

乗
合
自
動
車
停
留
所
の
構
造
」
に
改
め
る
。

　

「
第
五
章　

路
面
電
車
停
留
所
等
」
を
「
第
五
章　

路
面
電
車
停
留
場
等
の
構
造
」
に
改
め
る
。

　

「
第
六
章　

自
動
車
駐
車
場
」
を
「
第
六
章　

自
動
車
駐
車
場
の
構
造
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
七
条
中
「
歩
道
等
」
の
下
に
「
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
」
を
加
え
、
同
条
を
第
四
十

八
条
と
す
る
。

　

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
歩
道
等
」
の
下
に
「
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
」
を
加
え
、
同
条
第

二
項
中
「
及
び
自
動
車
駐
車
場
」
を
「
、
自
動
車
駐
車
場
及
び
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
」
に
改
め
、

「
路
面
」
の
下
に
「
又
は
床
面
」
を
加
え
、
同
条
を
第
四
十
七
条
と
す
る
。

　

第
三
十
五
条
中
「
歩
道
等
」
の
下
に
「
又
は
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の

二
項
を
加
え
る
。

２　

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
に
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
休
憩
の
用
に
供
す
る
設
備
を
一
以
上
設

け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
旅
客
の
円
滑
な
流
動
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

３　

前
項
の
施
設
に
優
先
席
（
主
と
し
て
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
優
先
的
な
利
用
の
た
め
に
設
け
ら

れ
る
座
席
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
付
近
に
、
当
該
優

先
席
に
お
け
る
優
先
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
表
示
す
る
案
内
標
識
を
設
け
る
も
の
と
す

る
。

　

第
三
十
五
条
を
第
四
十
六
条
と
す
る
。

　

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
歩
道
等
」
の
下
に
「
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
」
を
加
え
、
「
及
び

自
動
車
駐
車
場
」
を
「
並
び
に
自
動
車
駐
車
場
及
び
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
」
に
改
め
、
同
条
中
第

四
項
を
第
六
項
と
し
、
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項

を
加
え
る
。

２　

前
項
の
規
定
に
よ
り
視
覚
障
が
い
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
が
敷
設
さ
れ
た
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設

の
通
路
と
第
十
二
条
第
十
一
号
の
基
準
に
適
合
す
る
乗
降
口
に
設
け
る
操
作
盤
、
前
条
第
六
項
の
規
定
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に
よ
り
設
け
ら
れ
る
設
備
（
音
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
、
便
所
の
出
入
口
及
び
第
四
十
二
条
の
基
準

に
適
合
す
る
乗
車
券
等
販
売
所
と
の
間
の
経
路
を
構
成
す
る
通
路
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
視
覚
障
が
い
者
誘

導
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
の
誘
導
を
行
う
者
が
常

駐
す
る
二
以
上
の
設
備
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
二
以
上
の
設
備
間
の
誘
導
が
適
切
に
実
施
さ
れ

る
と
き
は
、
当
該
二
以
上
の
設
備
間
の
経
路
を
構
成
す
る
通
路
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３　

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
階
段
、
傾
斜
路
及
び
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
上
端
及
び
下
端
に
近
接
す

る
通
路
に
は
、
視
覚
障
が
い
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
三
十
四
条
を
第
四
十
五
条
と
す
る
。

　

第
三
十
三
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

３　

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
昇
降
機
、
傾
斜
路
、
便
所
、
乗
車
券
等
販

売
所
、
待
合
所
、
案
内
所
若
し
く
は
休
憩
設
備
（
第
五
項
に
お
い
て
「
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
の
主

要
な
設
備
」
と
い
う
。
）
又
は
同
項
に
規
定
す
る
案
内
板
そ
の
他
の
設
備
の
付
近
に
は
、
こ
れ
ら
の

設
備
が
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
案
内
標
識
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

４　

前
項
の
案
内
標
識
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｚ
八
二
一
〇
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

５　

公
共
用
通
路
に
直
接
通
ず
る
出
入
口
の
付
近
に
は
、
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
の
主
要
な
設
備
（
第

三
十
三
条
第
三
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
昇
降
機
を
設
け
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
項
前
段
に
規
定

す
る
他
の
施
設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
配
置
を
表
示
し
た

案
内
板
そ
の
他
の
設
備
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
の
主
要
な
設
備

の
配
置
を
容
易
に
視
認
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６　

公
共
用
道
路
に
直
接
通
ず
る
出
入
口
の
付
近
そ
の
他
の
適
切
な
場
所
に
、
旅
客
特
定
車
両
停
留
施

設
の
構
造
及
び
主
要
な
設
備
の
配
置
を
音
、
点
字
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に

示
す
た
め
の
設
備
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

　

第
三
十
三
条
を
第
四
十
四
条
と
す
る
。

第
七
章
を
第
八
章
と
し
、
第
六
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

　
　
　

第
七
章　

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
構
造

　

（
通
路
）

第
三
十
三
条　

公
共
用
通
路
（
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
に
旅
客
特
定
車
両
（
道
路
法
施
行
規
則
（
昭

和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五
号
）
第
一
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
自
動
車
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
が
停
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
内
に
お
い
て
常
時
一
般
交
通
の
用
に
供
さ
れ
て

い
る
一
般
交
通
用
施
設
で
あ
っ
て
、
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
外
部
に
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
か
ら
旅
客
特
定
車
両
の
乗
降
口
に
至
る
通
路
の
う
ち
、
乗
降
場
ご
と
に
一
以
上
の
通
路
は

、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。

　
一　

有
効
幅
員
は
、
一
・
四
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
や
む

を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
通
路
の
末
端
の
付
近
の
広
さ
を
車
椅
子
の
転
回
に
支
障
の
な
い
も

の
と
し
、
か
つ
、
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
車
椅
子
が
転
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
広
さ
の
場
所

を
設
け
た
上
で
、
有
効
幅
員
を
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二　

戸
を
設
け
る
場
合
は
、
当
該
戸
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

　
　

イ　

有
効
幅
は
、
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ
り

や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

ロ　

自
動
的
に
開
閉
す
る
構
造
又
は
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造

と
す
る
こ
と
。

　
三　

車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
差
を
設
け
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
傾
斜
路
を

設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２　

第
一
項
の
一
以
上
の
通
路
（
以
下
「
移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
床
面

に
高
低
差
が
あ
る
場
合
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
又
は
傾
斜
路
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
構
造

上
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
（
構
造
上
の
理
由
に
よ
り

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
以
外
の
昇
降
機
で

あ
っ
て
車
椅
子
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
の
も
の
）
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

３　

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
に
隣
接
し
て
お
り
、
か
つ
、
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
と
一
体
的
に
利

用
さ
れ
る
他
の
施
設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
第
三
十
五
条
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は

傾
斜
路
（
第
三
十
六
条
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
高
齢
者
、

障
害
者
等
が
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
に
旅
客
特
定
車
両
が
停
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
内
に
お

い
て
常
時
公
共
用
通
路
と
旅
客
特
定
車
両
の
乗
降
口
と
の
間
の
移
動
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

場
合
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
管
理
上
の
理
由
に
よ
り
昇
降
機
を
設
置
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
も
、
ま
た
同
様
と
す
る
。

４　

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
通
路
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

床
の
表
面
は
、
平
た
ん
で
、
滑
り
に
く
い
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
。
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二　

段
差
を
設
け
る
場
合
は
、
当
該
段
差
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

　
　

イ　

踏
面
の
端
部
の
全
体
と
そ
の
周
囲
の
部
分
と
の
色
の
輝
度
比
が
大
き
い
こ
と
等
に
よ
り
段
差

を
容
易
に
識
別
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

段
鼻
の
突
き
出
し
そ
の
他
の
つ
ま
ず
き
の
原
因
と
な
る
も
の
を
設
け
な
い
構
造
と
す
る
こ
と

。

　

（
出
入
口
）

第
三
十
四
条　

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
と
公
共
用
通
路
の
出
入
口
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る

も
の
と
す
る
。

　

一　

有
効
幅
は
、
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
や

む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二　

戸
を
設
け
る
場
合
は
、
当
該
戸
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

　
　

イ　

有
効
幅
は
、
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ
り

や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

ロ　

自
動
的
に
開
閉
す
る
構
造
又
は
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造

と
す
る
こ
と
。

　

三　

車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
差
を
設
け
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
傾
斜
路
を

設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）

第
三
十
五
条　

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る

も
の
と
す
る
。

　

一　

籠
の
内
法
幅
は
一
・
四
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
内
法
奥
行
き
は
一
・
三
五
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、
籠
の
出
入
口
が
複
数
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
あ
っ
て
、
車
椅
子
使
用
者
が
円

滑
に
乗
降
で
き
る
構
造
の
も
の
（
開
閉
す
る
籠
の
出
入
口
を
音
声
に
よ
り
知
ら
せ
る
設
備
が
設
け

ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

二　

籠
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
有
効
幅
は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

　

三　

籠
内
に
、
車
椅
子
使
用
者
が
乗
降
す
る
際
に
籠
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
を
確
認
す
る
た
め
の
鏡

を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
一
号
た
だ
し
書
の
構
造
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

２　

第
十
二
条
第
五
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
の
規
定
は
、
移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３　

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
台
数
、
籠
の
内
法
幅
及
び
内
法
奥
行
き

は
、
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
利
用
の
状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
も
の
と

す
る
。

　

（
傾
斜
路
）

第
三
十
六
条
　
移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
傾
斜
路
（
そ
の
踊
場
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ
り

や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

一　

有
効
幅
員
は
、
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
階
段
に
併
設
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二　

縦
断
勾
配
は
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
傾
斜
路
の
高
さ
が
十
六
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
下
の
場
合
は
、
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

三　

高
さ
が
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
傾
斜
路
に
あ
っ
て
は
、
高
さ
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
内
ご
と
に
踏
み
幅
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
踊
場
を
設
け
る
こ
と
。

２　

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
傾
斜
路
の
床
の
表
面
は
、
平
た
ん
で
、
滑
り
に
く
い
仕
上

げ
と
す
る
こ
と
。

３　

第
十
三
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
七
号
、
第
八
号
及
び
第
十
号
の
規
定
は
、
移
動
等
円
滑

化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
傾
斜
路
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　

（
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
）

第
三
十
七
条　

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
隣
接

し
た
位
置
に
設
け
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
の
み
が
適
合
し
て
い
れ
ば
足
り
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

上
り
専
用
の
も
の
と
下
り
専
用
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
旅
客
が
同
時

に
双
方
向
に
移
動
す
る
こ
と
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

二　

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
上
端
及
び
下
端
に
近
接
す
る
通
路
の
床
面
等
に
お
い
て
、
当
該
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
へ
の
進
入
の
可
否
を
示
す
こ
と
。
た
だ
し
、
上
り
専
用
又
は
下
り
専
用
で
な
い
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

三　

踏
み
段
の
有
効
幅
は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

　

四　

踏
み
段
の
面
を
車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
昇
降
す
る
た
め
に
必
要
な
広
さ
と
す
る
こ
と
が
で
き
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る
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
車
止
め
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

２　

第
十
四
条
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
は
、
移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３　

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
は
、
当
該
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
行
き

先
及
び
昇
降
方
向
を
音
声
に
よ
り
知
ら
せ
る
設
備
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

　

（
階
段
）

第
三
十
八
条
　
第
十
六
条
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
の
規
定
は
、
移
動
等

円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
階
段
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　

（
乗
降
場
）

第
三
十
九
条　

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
乗
降
場
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

床
の
表
面
は
、
平
た
ん
で
、
滑
り
に
く
い
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
。

　

二　

旅
客
特
定
車
両
の
通
行
方
向
に
平
行
す
る
方
向
の
縦
断
勾
配
は
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る

こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は

、
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

三　

横
断
勾
配
は
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
誘
導
車
路
の
構
造
、
気
象
状
況

又
は
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
二
パ
ー
セ

ン
ト
以
下
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

四　

乗
降
場
の
縁
端
の
う
ち
、
誘
導
車
路
そ
の
他
の
旅
客
特
定
車
両
の
通
行
、
停
留
又
は
駐
車
の
用

に
供
す
る
場
所
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
旅
客
特
定
車
両
用
場
所
」
と
い
う
。
）
に
接
す
る
部

分
に
は
、
柵
、
視
覚
障
が
い
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
そ
の
他
の
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
の
旅
客
特
定

車
両
用
場
所
へ
の
進
入
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　

五　

当
該
乗
降
場
に
接
し
て
停
留
す
る
旅
客
特
定
車
両
に
車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
乗
降
で
き
る
構

造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

（
運
行
情
報
提
供
設
備
）

第
四
十
条　

旅
客
特
定
車
両
の
運
行
に
関
す
る
情
報
を
文
字
等
に
よ
り
表
示
す
る
た
め
の
設
備
及
び
音

声
に
よ
り
提
供
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
電
気
設
備
が
な
い
場
合
そ
の

他
技
術
上
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

（
便
所
）

第
四
十
一
条　

第
三
十
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
に
便
所
を

設
け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第

二
十
五
条
に
規
定
す
る
通
路
」
と
あ
る
の
は
「
移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
」
と
、
「
同
条
各
号
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
十
五
条
各
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

（
乗
車
券
等
販
売
所
、
待
合
所
及
び
案
内
所
）

第
四
十
二
条　

乗
車
券
等
販
売
所
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す

る
も
の
と
す
る
。

　
一　

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
と
乗
車
券
等
販
売
所
と
の
間
の
通
路
は
、
第
三
十
三
条
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

二　

出
入
口
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

　
　

イ　

有
効
幅
は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

戸
を
設
け
る
場
合
は
、
当
該
戸
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。

⑴　

有
効
幅
は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

⑵　

高
齢
者
、
障
害
者
等
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

　
　

ハ　

車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
差
を
設
け
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
傾
斜
路

を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

三　

カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
は
、
車
椅
子
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適

し
た
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
常
時
勤
務
す
る
者
が
容
易
に
カ
ウ
ン
タ
ー
の
前
に
出

て
対
応
で
き
る
構
造
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２　

前
項
の
規
定
は
、
待
合
所
及
び
案
内
所
を
設
け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３　

乗
車
券
等
販
売
所
又
は
案
内
所
（
勤
務
す
る
者
を
置
か
な
い
も
の
を
除
く
。
）
は
、
聴
覚
障
が
い

の
あ
る
人
が
文
字
に
よ
り
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
当
該
設
備
を
保
有
し
て
い
る
旨
を
当
該
乗
車
券
等
販
売
所
又
は
案
内
所
に
表
示
す
る
も
の

と
す
る
。

　

（
券
売
機
）

第
四
十
三
条　

乗
車
券
等
販
売
所
に
券
売
機
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
は
、
高
齢
者
、
障

害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
乗
車
券
等
の
販
売
を
行
う

者
が
常
時
対
応
す
る
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

附
則
第
四
項
中
「
歩
道
等
」
の
下
に
「
又
は
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附
　
則
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こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
流
域
下
水
道
条
例
及
び
福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
五
号

　
　
　

福
岡
県
流
域
下
水
道
条
例
及
び
福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

　
　
　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

（
福
岡
県
流
域
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

福
岡
県
流
域
下
水
道
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
岡
県
条
例
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
及
び
第
三
条
中
「
第
二
十
五
条
の
十
八
」
を
「
第
二
十
五
条
の
三
十
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
第
二
十
五
条
の
十
八
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
三
十
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
五
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
五
条
の
十
八
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
三
十
第
一
項
」
に
改
め

る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
六
号

　
　
　

福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
一
年
福
岡
県
条
例
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
又
は
」
を
「
、
」
に
改
め
、
「
限
る
。
）
」
の
下
に
「
又
は
同
法
第

百
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
種
学
校
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
第
百
六
十
四
号
）
」
の
下

に
「
第
六
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
（
児
童
発
達
支
援
及
び
医
療
型
児
童
発
達
支
援
に
係

る
も
の
（
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
を
行
う
施
設
、
同

法
」
を
加
え
、
「
又
は
」
を
「
、
」
に
改
め
、
「
児
童
相
談
所
」
の
下
に
「
、
同
法
第
二
十
四
条
第
二

項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
除
く
。
）
を
行
う
施
設
又
は
同
法
第

五
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
（
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
施
設
（
同
法
第
六
条

の
三
第
十
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
項
中

第
九
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
八
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
七
号
の
二
を
第
十
二
号
と
し
、
第
七
号
を

第
十
一
号
と
し
、
第
六
号
を
第
十
号
と
し
、
第
五
号
を
第
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。

　

九　

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
公
園

　

第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
規
定
す
る
博
物
館
」
の
下
に
「
又
は
同
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

り
博
物
館
に
相
当
す
る
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
た
も
の
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
号

の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

六　

世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
（
平
成
四
年
条
約
第
七
号
）
第
十
一

条
２
に
規
定
す
る
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
同
条
約
第
一
条
に
規
定
す
る
文
化
遺
産
の
一

部
を
構
成
す
る
施
設

七　

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
建
造
物
又
は
福
岡
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
福
岡
県
条
例

第
二
十
五
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
福
岡
県
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
建
造
物

　

第
十
三
条
第
一
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
五
十
九
条
各
号
（
第
一
号

、
第
五
号
、
第
六
号
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る
事
業
及
び
同
条

第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
又
は
特
例
保
育
を
行
う
事
業
者
に
よ
る
保
育
を
行

う
施
設
（
前
二
号
に
規
定
す
る
施
設
を
除
く
。
）

　

第
十
三
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
、
「
同
項
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か

の
施
設
が
設
置
さ
れ
、
又
は
土
地
が
こ
れ
ら
の
施
設
の
用
に
供
す
る
も
の
と
決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
同
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項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
「
区
域
内
」
の
下
に
「
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
地
域
」
を
加
え
、
同

項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２　

暴
力
団
事
務
所
は
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地

域
、
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
住
居
地
域
、
第
二
種
住
居
地
域
、
準
住
居
地
域
、
田

園
住
居
地
域
、
近
隣
商
業
地
域
及
び
商
業
地
域
（
こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
前
項
に
規
定
す
る
区
域
を
除

く
。
）
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
開
設
し
、
又
は
運
営
し
て
は
な
ら
な
い
。

３　

公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
し
て
暴
力
団
事
務
所
が
開
設
さ
れ
、
又
は
運
営
さ
れ
た
と

き
は
、
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
暴
力
団
事
務
所
を
開
設
し
、
又
は
運
営

す
る
者
に
対
し
、
当
該
暴
力
団
事
務
所
の
開
設
又
は
運
営
を
中
止
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

第
十
三
条
の
三
第
二
項
中
「
区
域
内
」
の
下
に
「
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
域
」
を
加
え
る

。
　

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
公
安
委
員
会
は
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
第
二
項
」
を
、
「
、
又
は
」
の

下
に
「
第
十
三
条
第
三
項
、
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
暴
力
団
員
が
」
の
下
に
「
第
十
三
条
第
二

項
、
」
を
、
「
認
め
る
と
き
、
又
は
」
の
下
に
「
第
十
三
条
第
三
項
、
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
五
条
第
一
項
第
二
号
を
第
二
号
の
二
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二　

第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は

、
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
運
営
さ
れ
て
い
る
暴
力
団
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
た

だ
し
、
あ
る
暴
力
団
の
も
の
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
れ
ら
の
暴
力
団
事
務
所
が
、
他
の
暴
力
団

の
も
の
と
し
て
開
設
さ
れ
、
又
は
運
営
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３　

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
改
正
前
の
福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し

て
、
暴
力
団
事
務
所
を
開
設
し
、
又
は
運
営
し
た
当
該
暴
力
団
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


